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令和６年度 第２回 さいたま市立舘岩少年自然の家運営委員会 会議録 

 
 

１ 開催日時  令和７年３月１８日（火）１３時３０分開会 
 
２ 場 所   さいたま市 教育研究所 第２研修室 
 
３ 出席者   

委員 
さいたま市ボーイスカウト協議会理事    宇田川 充 
さいたま市ＰＴＡ協議会常任理事      富田 敏弘 
さいたま市ＰＴＡ協議会常任理事      井山 智子 
市民公募                 大作 一美 
市民公募                 小田垣 透 
小学校校長会 大砂土小学校長       新堀 栄 
小学校校長会 河合小学校長        宮本 江津子 
小学校校長会 浦和大里小学校長      中野 緑 
中学校長会 第二東中学校長        坂東 千里 
 

       事務局 
        舘岩少年自然の家所長            伊澤 昌二 
        舘岩少年自然の家所長補佐兼管理係長     西形 和人 

舘岩少年自然の家主席指導主事兼指導係長   葛西 耕輔 
舘岩少年自然の家主任指導主事          那須 菜摘女 
舘岩少年自然の家主任指導主事          吉見 康之 
舘岩少年自然の家指導主事            田中 雄真 
 

 
４ 欠席者 

中学校長会 尾間木中学校長        生田 淳子 
 
５ 公開・非公開の別  公開 
 
６ 傍聴者数 なし 
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７ 次 第 
【議題】 

（１） 令和６年度自然の教室実施状況      資料１－１，１－２，１－３ 
（夏季・冬季・統計） 

（２） 令和６年度予算の執行状況 
（歳入）                 資料２－１ 
（歳出）                 資料２－２ 

（３） 令和７年度舘岩少年自然の家年間計画 
（夏季）        資料３－１ 
（冬季）               資料３－２ 

 （４）令和７年度運営委員会現地視察会       
（５）舘岩少年自然の家における諸課題 

【連絡事項】 
 （６）その他                  資料４ 

 
 
 
８ 議事等の概要 
【委嘱状・任命書の交付】 

○委嘱状及び任命書の交付 
 
【所長あいさつ】 

所長   ○自然の教室（冬季）実施報告 
   ○自然の家周辺の今冬の天候等について 

 
【確認事項】 

西形   〇欠席委員の報告、資料確認、会議の成立 
 
【議事の進行】 
  以下、宇田川委員長が議長として、議事進行 
 
【協 議】 
 
 
 那須   〇資料１－１，１－２，１－３の説明 
 葛西   〇児童生徒の活動の様子の説明 
  
〈質疑〉 
 新堀   民話を聞く集い、そばうちを行う町民講師は現在何名いるのか、また、これらのプログラム

を今後も継続していくか。 
夏季の自然の教室中の病院搬送の人数は昨年度と比べてどうか。また、その要因は何か。 
冬季の自然の教室で引率責任者アンケートの「十分達成」が５％減少したのはなぜか。 

 葛西   町民講師は５名。来年度は１名辞退。再来年度以降も計画するかは検討しなければならな

い。 

議題（１）令和６年度自然の教室実施状況 
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      昨年度より減っていることは理解している。理由は、自然の家に戻ってきたことにより、所

員との相談の上に搬送決定ができるからではないか。昨年度の夏季は、３５回３６名の搬

送、今年度は３９回４１名の搬送であった。若干増えている。 
昨年度と違い、スキー場と自然の家の移動に時間がかかることが影響しているのではない

かと考えている。 
 伊澤   病院搬送についての増減の分析まではできていない。＃７１１９の利用、病院との電話相

談が影響しているのではないかと考えている。 
 新堀   自然の豊かな場所で実施できるようになって恩恵を受ける反面、ダニ等の被害が増えるこ

とが考えられる。今後調査を進めていただきたい。 
 小田垣  冬季自然の教室で利用するのは南会津町営のスキー場（たかつえ、南郷）だが、ニュースで

２カ所なくなると聞いた。今後、継続していけるのか。その点について先方と協議している

のか。 
 伊澤   町と協議している。たかつえスキー場、南郷スキー場はすぐに取りやめることはない状態

ではある。今後状況によっては、たかつえスキー場のみでの実施も考えられる。スキー自体

が難しいとなると自然の家で何ができるのかを考えていかなければならない。早い段階で

方針を立てなければならない。 
 小田垣  舘岩での冬季の経験は非常にありがたい。ぜひ継続していけるようにしていただきたい。 
 
 
   
 
 西形   〇資料２－１，２－２の説明 
  
〈質疑〉 
 大作   燃料費について、予算の執行率が半分以下である。何か事情があるのか。 
      修繕料１００％になっている。来年度に回しているようなものがあるのか。 
 西形   執行率について、昨年度一昨年度は中規模修繕工事の関係で設備の更新もあり、本年度予

算の見込みが難しかったため、多く見積もられていた。２月の補正で減額している。 
      修繕料については、中規模修繕工事の中で改善されているものが多い。新館で修繕が必要

なものがあるが、来年度に回してしまっているものもある。 
 
 
 
 
 西形   〇資料３－１，３－２の説明 
  
〈質疑〉 
 大作   令和７年度新設校はあるか。ある場合、その学校も計画に入れるのか。 
 伊澤   来年度はない。令和８年度に新設される大和田小学校が計画に入る予定である。 
 大作   今後も新設校はあるのか。 
 伊澤   令和１０年度開校に向けて進んでいる学校もある。どう位置付けるか打合せしている。 
 伊澤   来年度の夏季に、伊南小、桧沢小、田島第二小、舘岩小という南会津町の小学校が計画に入

っている。これらは、それぞれ、さいたま市の大久保小、川通小、馬宮西小と交流を計画し

ている。今年度も馬宮西小と舘岩小は交流をした。地元の子どもたちとさいたま市の子ども

議題（２）令和６年度予算の執行状況 

議題（３）令和６年度少年自然の家年間計画 
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たちで交流して、学校数を増やして計画している。 
 伊澤   冬季の計画では以前は同じ時期にならないようにローテーションしていたが、校長会から

の意見もいただき、ローテーションを撤廃し、同時に利用する生徒人数の割合を下げること

を優先して計画した。これが成果となるか、また今後も続けるか検討していく。 
 
 
 
 
 西形   〇予算措置ができていない。バスでさいたまから運営委員の皆様を乗せてというわけには

いかない。直接来ていただき、活動の様子を見ていただくことはできる。ただし、交通費は

支給できない。日程等ご相談いただければ対応させていただく。 
 
〈質疑なし〉 
  
  
 
 
 西形   〇現状認識している課題を説明 

・財源確保、維持管理費用の削減 
・活動内容、充実したプログラム 
・友好都市の南会津町との交流 
・保護者へのPR方法 

  
〈質疑〉 
 大作   YouTubeの更新等広報に力を入れてほしい。 
 伊澤   第２弾の作成中である。 
 大作   不適切な動画があるということを認識してほしい。 
 伊澤   確認する。 
 中野   南会津町の小学校の交流に当たっていない学校が、交流を希望できるのか。 

実施計画について、学校行事と重なっている場合、考慮していただけるのか。 
 伊澤   やり方を今後検討していく。 
 小田垣  昨今の値上げで厳しい状況であるが、上げるところは上げていかないとサービスの継続が

難しくなってしまう。 
 西形   過剰に値下げを要求はしていない。質を確保していく。 
 井山   南会津町との交流で、今もマラソン大会の参加はあるのか。町の中を走ったり飲み物をも

らったりしていい思い出になった。 
 西形   ゴーマン杯という大会がある。毎年小学校１校が参加している。 
 井山   先生方が作成している動画等を使っていけば、PR していけるのではないか。 
 西形   学校の協力が得られるようであれば、検討していく。 
 井山   予算については、子どもたちを守るものについてはしっかりと確保していただきたい。 
 西形   しっかりと確保していく。 
 
 
９ 閉 会  １４時３０分 

議題（４）令和７年度運営委員会現地視察会       

議題（５）舘岩少年自然の家における諸課題舘岩少年自然の家における諸課題舘岩少


